






































































































































































































































































































 対象者 3 名のいずれも箸袋の内容を「覚えている」と回
答しており、退店直前まで、記憶に残っていた。その内容
は、「このお店と大学の名前が入っていた」、「食べたら胃袋、
食べなかったらゴミ袋」と記載された内容に関することで
あった。箸袋についての自由回答では、「席に座り一番先に
目に入った」「黒く強い字と感じた」と、この箸袋が目立つ
教材であったことや、「書かれている内容になるほどなと思
った」「出された料理はゴミ袋に入れないように、自分の胃
袋に収めたいと思った」と内容への理解と共感が確認でき
た。 
 
３）対象者の食べ残し量 
 自分の皿に取り分けられた料理について、「あなたは食事
を残しましたか」の問いに、3 名（100％）が「いいえ」と
回答し、食事を残していなかった。 
 
４ 今後の具体的な展開 
新型コロナウイルス感染症の流行から、飲食店では厚生
労働省が示す「新しい生活様式」にある「大皿は避けて、
料理は個々に」の考えを取り入れなければならなかった。
さらに、飲食店で調査を行うには、対象者の選定、実施の
タイミングなど課題があった。今後は、新型コロナウイル
ス感染症が終息してから、宴会料理の提供方法、調査規模
の拡大などを飲食店と協議し、教材の有効性を確認する必
要がある。 
 
５ その他（謝辞） 
本研究にご協力いただいた、前食物栄養学専攻 巖璃音
さん、小山夏緒さん、木村一葉さん、山内和奏さんに心よ
り感謝いたします。 
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